
今後の研究計画

「これまでの研究成果」の書類で述べたようにこれまで私は小さな幾何種

数 ��� の一般型複素代数曲面について，ねじれ群 �����	��

��� 群のねじれ部分 � の
観点を交えた研究をしてきた（研究成果の書類参照）。今後は，もうあと数年

同様の方向の研究を進めて行くと同時に一般型曲面に関する他の話題に研究

を広げてゆく予定である。以下代数多様体は全て複素数体 � 上のものとし，
正則一般型曲面 � に対しその ������

��� 群のねじれ部分を ������������� で，第 ����! ��" 数を #%$ & で，構造層の '�(*)  � 数を + で表す。
まず今までの続き，すなわち幾何種数 � � の小さな一般型曲面に関する，

�,�	��

��� 群のねじれ部分及び基本群の観点をふまえた研究については，-.�  �/0�! �
線に平行な直線にそって研究する。これらの不変量をもつ曲面について「研
究成果」の書類で述べた問題にくわえて，「 1!2 これらの曲面に対する �����  )	)	�
型問題」を扱う。特に # $ &.354 +768� 上の一般型極小代数曲面について以下の
ア，イ，ウが当面の課題である 9
ア 2:+ 3;4 かつ �����������7��<>=@?
A の場合の弱大域 �B���  )	)	� 問題，
イ 2 4DC + C A かつ �������������E<>=@? 4 の曲面の具体的で完全な記述，
ウ． 4DC + C 1 かつ �����������7��<>=@? 4 の場合の �����  )	)	� 型問題。
幾何種数 � � の小さな一般型曲面は，同一の数値的不変量のもとでも複数

の位相構造をとり豊富な構造を持つ興味深い対象であるが，一方で様々な一般

論の例外となり一般に幾何種数の十分大きな場合に比べて研究が困難である。
例えば幾何種数 � � 3>F または � の場合は標準写像がないのでその研究は特有
の困難を伴い，他の場合と別の扱いが必要になる。またこれらの曲面は基本

群の観点からも興味深い。単連結であって代数的単連結でない一般型曲面が

存在するかは現在でも分かっていない。GH�	

� の定理により #I$ &KJ �MLN?
AN�%��+O6 4 �
かつ # $ & J A � � 68�PA を満たす不正則数 Q 3RF の一般型極小曲面は単連結であ
る。よって -.�  �/0�! � 線と平行な直線にそって研究する際，幾何種数の小さな
曲面の基本群の計算が重要となる。また最近 ST2USV
 / �XWZY[2U\]�0(*� の仕事等，曲
面の �����  )	)	� を退化を用いて調べる道具が整えられつつあるが，これらの曲面
が良い実験材料になると期待している。

一方一般型曲面に関する他の話題については，まず標準写像の像が曲線に

なる曲面の構造を調べたい。これに関しては ^  
�(!_`��)	)  が初期の仕事で不変
量の満たすべき不等式， �aY /b �	"dc�
�� / �����	eP
 / �f�N" の � 一般ファイバーの種数の評価
を与え，それに引き続いて GH�	

� による不正則数の評価など幾つかの論文が
あるが，不等式にしても最良でないものが多く，現在でも放置されたままで

ある。また最近 �g

�h�*�	"*� が「極小複素代数曲面の i])fj�
�"  �  写像の像の次元が
最大値 � 354 � をとれば #%$ &.k 1�+ 」という「 Y  _  ��� の不等式」を証明した。こ
の不等式の境界付近の曲面の構造を調べることにも挑戦したい。これについ

ては lm
�"  �/b/ � の仕事等が知られている。
以上研究の背景等を交えながら，これまでの研究成果と今後の研究計画に

ついて述べてきた。ファイブレーションの局所不変量等にも興味をもってお

り，今後数年で研究の範囲を広げて行きたいと考えている。


